
令和３年７月２０日 

  市民文教委員会 

文化財課 

浜松市文化財保存活用地域計画の国認定について 

１ 計画の目的 

平成 31 年（2019 年）４月に文化財保護法が改正施行されたことを受け、本市における文化

財の特徴をまとめるともに、文化財の保存と活用の方針を定め、今後 10 年間で実施する具体

的な取組・事業を示すもの。「歴史・文化・自然」を活かしたまちづくりを進めることで、本

市の将来像「市民協働で築く『未来へ輝く創造都市・浜松』」の実現に資することを目的とす

る。 

※別紙１「浜松市文化財保存活用地域計画＜概要版＞」参照 

２ 計画期間 

  令和３年（2021 年）から令和 12 年（2030 年）までの 10 年間 

３ 経緯 

  令和元年度～２年度  計画策定作業 

令和２年１２月１７日～令和３年１月２０日 パブリック・コメント 

  令和３年 ７月 ２日 文化庁へ認定申請 

      ７月１６日 文化審議会への諮問・答申（答申後に文化庁から報道発表） 

【他自治体の認定状況】（令和２年 12月 18 日現在） 

  全国 23 市町（静岡県内なし）。うち政令市は１市（札幌市）のみ。 

  ※浜松市は磐田市とともに静岡県内で第 1号の認定となる見込み。 

４ 関連事業 

記念シンポジウム「文化財の保存と活用がつむぐ歴史都市･浜松の未来」の開催 

（1）主な内容： 

・基調講演「文化財の保存・活用で都市再生」 

         ～人口減少に対応したイタリアの事例に学ぶ歴史都市・浜松の未来～ 

講師：京都府立大学教授 宗田好史氏 

・パネルディスカッション「浜松市の歴史・文化・自然を彩る文化財の現在と未来」 

        登壇：静岡大学教授 笹原恵氏、京都大学教授 山村亜希氏 ほか 

（2）日時：令和３年９月 23 日（木・祝）午後１時から 

（3）会場：浜松市地域情報センター １階ホール（中区中央一丁目 12-7） 

  ※別紙２チラシ参照 


